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研究成果の概要（和文）：タイ国バンドン湾のカキ養殖は、参入者の増加によって漁獲量が急増

した．これは新規参入者の増加が、カキの生育場を拡大したためである（渡邉、2009）．従来の

水産資源管理論（例えば田中、1998）では、人間の過剰な介入は早晩、生態資源の枯渇を招く

とされている.しかし、バンドン湾では、1960 年より開始された人間の介入が、新たな生息環

境を提供する結果を生み、結果として生態資源のポテンシャルを伸長してきたことが本研究で

明らかとなった． 

 
研究成果の概要（英文）：Oyster farming in Bandon bay, Thailand, has seen an upsurge of 
catch due to the increasing number of oyster farmers. The rise has been caused by the 
newcomers expanding the farming area (Watanabe, 2009). As opposed to the existing 
assertion based on the fishery resources management theory (e.g. Tanaka, 1998) that an 
excessive human intervention triggers the early depletion of biological resources, this 
study revealed the fact that the human intervention initiated in 1960 has resulted in 
creating a new habitat and in turn facilitated the potential of biological resources. 
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１．研究開始当初の背景 
タイ国バンドン湾のカキ養殖は，資源の枯

渇や生態環境の劣化をもたらすどころか，
1990 年代初頭から漁獲量が急増した．直接
には新規参入者の増加が，カキの生育場を拡
大したためである（渡邉,2009）．従来の水産
資源管理論（例えば田中，1998）では，人間

の過剰な介入は早晩，生態資源の枯渇を招く
とされている.しかし，バンドン湾では，む
しろ人間の介入により，ポテンシャルが伸長
している．本研究は地域生態に即して，この
メカニズムを解明することを目的とする．バ
ンドン湾においてポテンシャルが伸長した
要因を，次のように考えた． 
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（1）カキの生息にかせられた自然の制約条
件が人為的に解除された． 
（2）バンドン湾にカキの生息場の拡大を許
容する条件が備わっている． 
（3）養殖に携わる地域住民が，収奪的な資
源利用を行わずにすむ社会経済条件を持っ
ている． 
本研究では，これら 3 つの要因を自然科学・
社会科学分野の協同による調査結果を用い
てそれぞれ定量的に把握し，それらの相互影
響を検討することで，ポテンシャルの伸張を
可能にしている地域生態のメカニズムを解
明する． 
 
２．研究の目的 
水産資源管理に関する議論は，人間の介入

が環境ストレスであることを前提としてい
る．これは，環境が一定の資源量しか収容で
きないため，人間はその資源を減らしこそす
れ，禁漁するよりほかに資源量を増やす方法
がないと考えられているからである．だが，
バンドン湾のカキ養殖では,漁獲量が増加を
続けており，これにともなう他の水産資源の
枯渇や沿岸生態環境の劣化はいまのところ
見られない．これは地域生態に対する住民の
働きかけが，その生産力を拡大する方向 
で作用してきたためと考えられる． 
こうした点を踏まえて，本研究では，バンド
ン湾の地域生態を構成する 3 つの動態因子
の特性を明らかにし，それらの相互影響を地
域生態のポテンシャルとして把握すること
を目的とする． 
 
３．研究の方法 
人間の介入は，生態資源に対してポテンシ

ャルを伸長する作用にも，従来の水産資源学
論のように縮小する方向にも作用する．これ
らの違いは，対象となる生物や生息基盤の応
答，介入する度合いを起因する社会的背景と
いった，地域生態を形成する要素の複合 
的な反応結果と考えることができる．そこで
本研究では以下のような地域生態を構成す
る動態因子の把握を行うこととした。 
 
○特定資源因子分析（対象生物の量的質的変
化―生物の視点）カキは人間の関与によって
生息場の制約が解除された．養殖の開始以来，
カキの生息量・成長速度がどう変化してきた
かを明らかにする．これにより，カキを環境
指標種として，バンドン湾のもつポテンシャ
ルの変容を捉えることができる． 
○地域社会因子分析（参入・定着・転業―養
殖者の視点）新規参入者の急増が，この地域
のカキ養殖の特徴である．養殖者の①参入の
動機，ノウハウの習得の経緯，②経営収支，
そして，③（養殖をやめて転業した人に関し
て）転業の理由の 3 点を明らかにする．これ

により，沿岸域環境に対する養殖者の介入ス
ケールの変化とその背景にある社会経済的
条件を把握する． 
○生息基盤因子分析（沿岸環境の変化―景観
生態的視点）カキの生息場が，流入する河川
流量や地形条件の違いによって，塩分濃度・
水温・流向・流速・水深などの生息条件の点
でどのように異なり，人間の介入の程度も踏
まえて生息場が歴史的にどう拡張していっ
たかを明らかにする．これにより，沿岸環境
の理化学的条件の時空間的変化を明らかに
する． 
 
４．研究成果 
Surat Thani 県は、タイ王国南部のほぼ中

央に位置しており、Tapi川の中下流部にあた
る。Tapi川は、延長 230km、ナコンシータマ
ラート山脈のルワン山を源頭とし、カントン
（Khan Tong）までは西流し、そこから北に
流れを変える。プンピンで西部地域から流下
するプンドゥアン（Kholong Phum Duan）川
が合流し、三角州地帯を形成する。三角州地
帯から Tapi 川は分流が顕著となり、バンド
ン湾に向かって広がっている。人口 983,846
人（男 477,966 人、女 485,889人）の南部最
大の県であり、97.5%が仏教徒、2%がイスラ
ム教徒、0.5%がキリスト教徒である 。 
二枚貝養殖が行われているバンドン湾は、

タイ王国南部最大の内湾である。平均水深は
2.9m と浅く、シルト 60%、泥 30%、砂 10%の
底質が広がる。これらの底質は、Tapi 川を始
めとする 12 の河川から、年間 100 億 m3もの
量が運搬されることで形成されている。水温
は 27～33℃程度で、周年大きな変動は無いよ
うである。 
 

Surat Thani 産カキについて 
Chalermwat et al によると S. cucullata、

C. belcheri、C. iredalei の 3種が特に重要
な経済種とされている。聴取によれば、養殖
業者と中間業者での取引の際にも、形態的特
徴に基づく種の区分がされている。もっとも
高価な種は C. belcheri と推察された。 
 
Surat Thani 産ハイガイについて 
養殖業者は、ハイガイの形態的特徴から、

バンドン湾野生種と、マレー種、そして双方
の雑種という区分がなされている。マレー種
は Anadara granosa の可能性が高い。従来バ
ンドン湾では、マレー種とは異なる形態の在
来種が生息していた。しかしハイガイ養殖が
盛んになった 1980 年代以降、在来種の生息
量は極端に減少した。このため湾外から稚貝
の購入が盛んとなり、1980年代後半には在来
種と置き代わってしまったことが推察され
た。 
 



カキ・ハイガイの養殖法について 
FAO のレポートによれば、バンドン湾で行

われている主たる養殖法は、セメントポール
スタイルと呼ばれるひび建て養殖法である．
海底に竹杭を打ち，セメントで作られたキャ
ップを被せた養殖基を用いる．その後はカキ
の自然着床を待ち、特別な管理をすることな
く出荷サイズまで育成する．24-36 ヶ月で出
荷サイズになる． 
タイ湾東部～メークローン川河口部辺り

では，木架式垂下養殖が主流．この方法は，
アンダマン海側でも行われており，ひび建て
養殖法は，この地域の特徴的な養殖方法とい
える． 
 1960 年に個人が野生種を用いた養殖手法
の開発に着手．1970 年代後半から現在の養殖
方法の原型が出来上がった．土管型・セメン
ト製の棒型などいくつかの異なる形状を持
つ養殖基もある． 
 
ハイガイは例外なく地まき養殖法が行わ

れている． タイ全域で見られる養殖方法で、
1980 年ごろからバンドン湾でも盛んに行わ
れるようになったという．当初は湾内での稚
貝を採取し，区画内に散布していたが，養殖
業者の参入が増加したことで稚貝が枯渇.現
在は主にマレーシア産の稚貝を輸入し散
布・育成している． 
 文献によると 1988 年ごろには既にマレー
シア産のハイガイに置き換わって 10－24 ヶ
月で出荷サイズ．しまった可能性がある． 
 近年，Kanchanadit 郡では,外貨資本（台
湾・中国）の投入によって要所区域が急速に
拡大している. 
 
 バンドン湾での生産量は、カキ・ハイガイ
ともに、タイ最大となっている（表１）。 
 バンドン湾における最大の生産地である
Kanchanadit群は、300世帯のカキ養殖業者、
600 世帯超のハイガイ養殖業者が、約 800 区
画 80km2 で生産を行っている（図１）。 
本調査によって、バンドン湾でのカキ養殖

は、1960年に開始されたことが明らかとなっ
た。個人まで特定出来たことは、生態資源利
用の分野でも大きな成果といえる。場所は、
ThaThong 川河口から数百 mの地点である。資
源利用の変遷を養殖技術の変遷過程として
調査を行った。 
 1960 年から 62 年までは、トレイカルチャ
ーが主体であった。河川感潮域に自生してい
た野生種を採捕し、先に述べた河口先の養殖
地で蓄養するという方法である。蓄養するこ
とで、野生状態より発育が良く、間もなく市
場開拓に成功する。 
 

 
 

 
表１ カキ・ハイガイの生産量 

Source: Yield of shellfish by species and province, 2008 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図１ Kanchanadit 群の二枚貝養殖域 
 
 
一方で市場の需要が上がると、野生種の採

捕量が不足する事態を招き、トレイカルチャ
ーの限界を迎える。古老への聴取と当時の資
料によれば、同じころ、粗度の高い材質にカ
キ幼生が多く付着する特性を発見する。台風
が無く、典型的な内湾地形であるため、付着
後の稚貝の生育も安定していた。このことか
ら稚貝収集（Spat Collection）と蓄養の両
立方法の検討が始まる。屋根などの建築廃材
や、タイヤ、水瓶など様々な素材が試行され
る。1970年代には、マングローブ林の樹種を
用いた“ひび建て”法が開発される。ここま
での技術変遷は、開祖である一人の古老によ
ってなされた。 
 ひび建て養殖法は、日本でも 450 年ほど前
から 350 年ほど利用されてきた技術である。
近隣のマングローブ林から資材を得やすい
こと。運搬・設置が楽で、高密度に配置でき、
Spat collection の効率が大きく上昇し、収



穫量が増大したこと。などの効果により、参
入者が増加していく。 

80 年代初めに、マングローブ樹種に代わっ
て、竹材が普及する。興味深いのは、
SuratThani 県における竹の自生量はそれほ
ど多くなく、養殖業に使用される竹材のほと
んどは、アンダマン海側の県（例えば Ranong
県）から購入されている。竹材は、それまで
の木材と異なり、軽量で耐腐食性が高く、何
より安価であった。ここにセメント材で形成
された「キャップ」が発明される。トタンを
巻いた型にセメントを流し込むだけで簡単
に量産でき、従前の竹材のみよりもカキの付
着率が高いというメリット面が多くあるこ
とから爆発的に普及する。海面使用面積では
実に 100 倍以上の拡大となった。以降の 30
年間、参入者は微増を続けている。 
 従来の水産資源管理論では，人間の過剰な
介入は早晩，生態資源の枯渇を招くとされて
いる。しかし、3 年にわたる聴取結果から、
単位当たりの収量はほとんど変化がないこ
とが明らかとなった。また、概算ではあるが、
湾の基礎生産量も高い値となった。これらの
結果は、カキという在来生物を生態資源とし
て利用してきた 50 年史において、いまだ過
剰収奪が行われていないこと。その背景に、
粗放的な養殖手法が行われ続けたこと。図２
で示すバンドン湾の潮位データと養殖御者
の活動（生産量）を比べると、潮位の下がる
4 月下旬から 9 月ごろまでが最も生産量（収
奪量）が多く、潮位の上がる時期は生産量が
落ちることが明らかとなった。養殖業者らは、
潮位の高い時期には他の漁業を行うなどし
ており、無理な収奪を行っていない。同時に
この時期はカキの産卵期にも重なっており、
結果として次世代の生産量を保障している
と考えられた。加えて、参入者の増加がむし
ろカキの生息場（付着環境）を増加させる役
割を担ったこと。カキのエサ資源であるプラ
ンクトン類の生産（基礎生産）が膨大で、カ
キ（あるいはハイガイなど他の二枚貝養殖
種）の個体数が消費する量よりも大きな資源
供給環境があること。など、これまでの人の
働きかけが、むしろポテンシャルの拡張に寄
与してきたことが明らかとなった。 
 本研究の成果を基礎知見として、基礎生産
を支える陸域からの栄養塩類の供給経路や、
より正確な基礎生産量の算出、そして粗放的
な養殖技術にとどまる背景について、生態学
的、社会科学の両面から実態把握を行う必要
がある。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 バンドン湾の朔望平均潮位 
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